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都市計画の変更 ・決定

市街化区域・用途地域・生産緑地地区など
変更案などを8月25日-9月8日に縦覧

際引き 悶途抱緩怠どの奥直し対象町名 鳳市'"閥的は叫1胴舎はかるため、.，市計

画の線引きぐ硝化幽および市街化嗣酬 の区分〉

変更はどのμ瓜しを迦ぬてき諺しむこのばどその当障が

まと.り、つぎのとおη縦覧でき嘘す.

咽叫直しでは刷会川叫、刊憶の制

旭区の度曹と生a血縁地地区、地区計画の決定を予定して
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.衛衡化区..，省衡化調盆隠媛特定機歯医・庭用途旭

‘ ".画轟〔畳人喝容町県庁舎‘階 官ゆ 1101)
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帥岨格闘十酬については組前哨耐に

9 11 81'1まで記必舗で狙幽Lて"さい.

。市街化闘6 に輔婚を闘してι、岨蜘 w.
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。市街化..区・a当分@問、市衡化を仰制しようとす
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。縄問岡崎肘酬"輔輔備の闘しが明帥

にな勺た時点で、関係機腐と調筆したうえで市街化区

舗への儒入町aる幽
。寓醐t 硝旭の輔の酎匂どを目的に、檀'聞

の高日H 限度またはi 醐肝糊する臨
崎良市では時限度のみ4酬している〉
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